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決
算
の
正
確
性
の
検
証

を
中
心
に
、
予
算
の
執
行

が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
、

財
務
に
関
す
る
事
務
が
法

令
に
準
拠
し
て
処
理
さ
れ

て
い
る
か
な
ど
に
主
眼
を

お
き
、
６
月
23
日
か
ら
８

月
８
日
ま
で
の
期
間
に
審

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
決
算
そ
の

他
関
係
書
類
は
法
令
に
適

合
し
、
か
つ
、
正
確
で
あ

り
、
予
算
の
執
行
状
況
等

に
つ
い
て
も
適
正
で
あ
る

と
認
め
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
は
、
第
２

次
深
谷
市
総
合
計
画
に
掲

げ
た
「
元
気
と
笑
顔
の
生

産
地 

ふ
か
や
」
の
将
来

都
市
像
の
実
現
に
向
け
各

種
事
業
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
と
し
て
、
子
育

て
世
帯
・
若
者
へ
の
地
域

通
貨
ネ
ギ
ー
の
配
布
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
も
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社

会
保
障
費
の
増
加
に
よ
る

財
政
硬
直
化
の
傾
向
は
否

定
で
き
ず
、
さ
ら
に
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
が
進
む

な
ど
本
市
を
取
り
巻
く
環

境
は
油
断
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る

豪
雨
災
害
な
ど
の
激
甚
災

害
が
本
市
に
い
つ
発
生
し

て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
複
雑

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

や
新
し
い
生
活
様
式
に
対

応
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
、
よ
り
一
層
工

夫
し
、
効
率
的
、
効
果
的

な
事
業
執
行
に
努
め
、
健

全
な
財
政
運
営
が
図
ら
れ

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

産業

令和３年度決算契約・補正・請願

討論

（千円単位四捨五入）

-主な事業費-
産業価値向上事業	 約８億
深谷グリーンパーク管理運営事業	約２億
商工業活性化支援事業	 約　　
道の駅管理事業	 約　　

7,554万円
2,428万円
9,160万円
4,530万円

富田　勝	監査委員 野口	髙一	監査委員

私
た
ち
が
決
算
を
審
査
し
ま
し
た

議案第41号

　３つの理由で反対する。一つは、財政調整基金残高が
約 133 億円と多額になっているが、市民から寄せられ
ている要望の実現や暮らしや福祉・教育、感染症対策や
災害・防災対策にこそ活用すべきである。二つには、国・
県の感染症対策がほとんどで、市独自の施策が少ない。
三つに大企業依存の市政運営でなく、農家や中小企業、
零細な個人事業者を支援し地域経済の活性化を図るべき
ある。

鈴木　三男

　令和３年度は総じて新型コロナとの闘いであり、年間
12件の補正は英知を結集し対策を講じた証である。厳
しい予算予想に対し、改善した決算数値もあり財政健全
化指数も良好である。基金の積み増しは行革、財政規律
等に不断に取り組んだ結果であるし、入札差益、コロナ
禍での不用額等もあるが、有利な起債の選択、国県、社
団法人等からの交付金・補助金等活用の成果である。採
択すべきである。

三田部　恒明

令和３年度深谷市一般会計歳入歳出決算認定

アグリテックアワード最優秀賞受賞企業の株式を
購入しているが、額はどのようにして決まるか。

DEEP	VALLEY	CHANNEL の展開状況について
伺う。

令和元年度は、コンセプト部門とプロダクト部門
各１社、令和２年度は現場導入部門の１社、令和
３年度も現場導入部門の１社に出資し、株式を取
得した。購入額については、出資の際にそれぞれ
の企業と深谷市の持ち株比率が２５％を上回らな
いように交渉し決定している。なお、最優秀賞を
受賞したが出資を辞退した企業もある。

DEEP	VALLEY	CHANNEL については、深谷市
の農業現場から日本全国へ各分野のトップランナ
ーたちと農業の未来についての情報を発信するこ
とで、アグリテックの現状や深谷市の取組を知っ
ていただき、アグリテックの認知を高めるための
動画配信の取組である。配信については令和２年
度から開始し、令和３年度については、アグリテ
ックアワードのエントリー企業の募集及び最終審
査、表彰式ダイジェストを含め、合計４本の動画
の配信を行った。

Q

Q

A

A

産業価値向上事業

反 対

賛 成

請
願
の
審
査
結
果

▼
請
願
第
８
号（
不
採
択
）

　

国
に
対
し「
適
格
請
求

書
等
保
存
方
式（
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
）の
実
施
を
中

止
す
る
よ
う
求
め
る
意
見

書
」の
提
出
を
求
め
る
請

願
消
費
税
減
税
を
求
め
る

深
谷
・
寄
居
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク　
　

小こ
ば
や
し林　

各か
く

伺し

ほ
か
12
名

　
反
対
討
論

　

消
費
税
10
％
引
き
上
げ

に
伴
い
軽
減
税
率
が
導
入

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
税
率

が
一
律
だ
っ
た
日
本
の
消

費
に
お
い
て
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
は
必
要
な
か
っ
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
に
よ
り
、
複

数
税
率
下
で
も
納
め
る
べ

き
消
費
税
額
を
、
事
業
者

が
簡
単
に
計
算
で
き
る
よ

う
に
な
り
、「
益
税
」の
改

善
や
公
正
な
納
税
環
境
の

整
備
が
進
む
と
期
待
で
き

る
。
既
に
軽
減
税
率
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
状
況
で
、 的

外
れ
な
請
願
で
あ
る
と

考
え
る
。
よ
っ
て
本
請
願

に
反
対
で
あ
る
。中

矢　

寿
子

　
賛
成
討
論

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入

の
問
題
は
、
消
費
税
の
税

金
を
免
除
さ
れ
て
い
る
年

間
売
上
1
千
万
以
下
の
免

税
業
者
も
、
課
税
業
者
に

な
る
こ
と
を
選
択
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
さ
せ
る

事
で
あ
る
。
仕
入
税
額
控

除
が
で
き
る
イ
ン
ボ
イ
ス

を
発
行
で
き
る
の
は
課
税

業
者
の
み
で
あ
り
、
日
本

商
工
会
議
所
の
調
査
で
は
、

約
3
割
の
課
税
業
者
が
免

税
業
者
と
の
取
引
を
見
直

す
と
答
え
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、
ま
た
物
価

高
騰
が
続
く
中
、
中
小
零

細
事
業
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
に
更
な
る
税
負
担
を
強

い
る
事
に
な
る
の
で
請
願

に
賛
成
で
あ
る
。

佐
久
間　

奈
々

行
政
情
報
化
推
進
事
業

Q
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

支
援
体
制
強
化
の
経

費
は
具
体
的
に
ど
の
様
な

支
援
を
行
う
の
か
。

A
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第

２
弾
の
受
付
開
始
後
、

多
く
の
市
民
が
本
庁
舎
支

援
窓
口
に
来
場
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
課
に
お
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

出
張
申
請
受
付
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
お
り
、
申
請
し

た
カ
ー
ド
が
9
月
末
頃
か

ら
届
く
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
申
込
み
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
支

援
体
制
強
化
及
び
本
庁
舎

の
混
雑
回
避
の
た
め
、
10

月
か
ら
各
総
合
支
所
に
お

い
て
も
支
援
窓
口
を
開
設

し
た
い
。
各
支
所
の
支
援

窓
口
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
の
支
援
の
ほ
か
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
ネ
ギ

ー
で
申
し
込
む
方
に
対
し

て
の
支
援
も
同
時
に
行
う
。

Q
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

申
込
み
状
況
は
。

A
国
か
ら
は
各
自
治
体

の
情
報
提
供
は
さ
れ

て
い
な
い
が
、
令
和
４
年

８
月
25
日
現
在
、
３
，
２

６
３
万
５
，
９
４
３
人
が

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
申
し

込
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

者
の
55
％
と
な
っ
て
い
る
。

反
対
討
論

　

補
正
予
算
に
は
幼
稚
園
・

子
ど
も
館
複
合
施
設
の
債

務
負
担
行
為
が
含
ま
れ
る
。

新
設
幼
稚
園
か
ら
１
・
２

㎞
し
か
離
れ
て
い
な
い
場

所
に
、
29
・
3
億
円
も
掛

け
て
複
合
施
設
を
１
つ
建

設
す
る
の
で
は
な
く
、
複

数
の
建
設
業
者
に
利
益
が

分
散
す
る
よ
う
場
所
も
含

め
て
再
検
討
し
、
認
定
こ

ど
も
園
に
す
べ
き
だ
。

村
川　

徳
浩

令
和
４
年
度一般
会
計
補
正
予
算

補正
歳
入
歳
出
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
40
億
２
，
１
６
０
万
７

千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

Q
追
加
工
事
に
よ
る
増

額
し
た
工
事
額
の
内

訳
は
。

A
主
屋
の
屋
根
瓦
の
葺

き
替
え
で
約
９
，
４

３
０
万
円
、
北
側
下
屋
屋

根
葺
き
替
え
工
事
で
約

１
，
２
４
０
万
円
、
雨
樋

の
撤
去
等
で
約
５
３
０
万

円
、
北
側
下
屋
部
分
の
外

壁
改
修
で
約
６
４
０
万
円
、

そ
の
他
に
共
通
仮
設
工
事
、

設
計
監
理
、
諸
経
費
等
で

約
１
，
６
５
７
万
円
、
合

計
で
１
億
３
，
４
９
７
万

円
の
増
額
と
な
る
。

Q
改
修
後
の「
中
の
家
」

の
公
開
状
況
は
。

A
施
設
の
中
に
入
り
見

学
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
改
修
工
事
終
了
後
は

「
中
の
家
」の
渋
沢
栄
一

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
や
展
示
関

係
を
充
実
さ
せ
、
来
場
者

が
楽
し
め
る
よ
う
に
し
た

い
。

反
対
討
論

　

旧
渋
沢
邸「
中
の
家
」屋

根
４
９
２
㎡
を
既
製
品
の

瓦
で
葺
き
替
え
る
の
に
９
，

４
３
３
万
円
は
高
す
ぎ
る
。

文
化
遺
産
で
あ
っ
て
も
２
，

５
０
０
万
円
以
下
と
い
う

の
が
専
門
家
の
意
見
だ
。

市
内
に
は
瓦
業
者
が
あ
り
、

低
予
算
で
工
事
が
可
能
で

あ
る
。
清
水
建
設
と
の
変

更
契
約
が
適
切
だ
っ
た
の

か
検
証
す
べ
き
だ
。

村
川　

徳
浩

反
対
討
論

　

高
い
技
術
に
よ
る
１
０

０
年
も
つ
瓦
工
事
と
い
う
。

し
か
し
、
レ
ン
ガ
工
場
に

つ
な
が
る
歴
史
を
持
つ
地

元
深
谷
瓦
の
屋
根
工
事
業

者
に
委
託
し
て
伝
統
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
い
こ
と
、
暴

風
雨
が
多
発
す
る
異
常
気

象
時
代
に
高
額
の
工
事
は

リ
ス
ク
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
こ
の
議
案
に
反
対
す

る
。　
　
　
　

小
林　

真

旧
渋
沢
邸「
中
の
家
」主
屋

構
造
補
強
及
び
改
修
工
事

変更
契約

履
行
期
限
を
令
和
５
年
４
月
28
日
に
、
請
負
金
額
を
3
億

8
，
５
４
４
万
６
，
７
１
０
円
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。


